



























































































































































































































































































































多く見られる。歌材とする緑色の事物が植物であることが殆どであり、 「青葉」や「青田」など「青＋植 や土地」の形で植物の状態、または植物が茂っている状態を表すこと できるため あると考えられる。　
明治三十年以前でも「深緑」とどの様な緑色であるのかより具

















































































































































































（桃・桃色） 」 「櫻（櫻・櫻色） 」 「薄桃色」
　「たね本」に見られるもので子規短歌に用いられていない種類の色は、 「猩々緋」 「茜」 「薄赤」 「桃」 「櫻」 「薄桃色」である。　今回の分類の場合、植物の「桜」や「桃」は色が明記されてい
ないとして 彩語に採録していないが、やはり「たね本」と比べると色の種類は少ないと言える。　
ただし、このような「たね本」に見られる語彙が短歌作品に見







作品数 30 年以前 31 年 32 年 33 年 34 年 3注 年
赤系統 13 41 22 36 6 6
茶系統 0 2 2 2 0 0
黄系統 3 4 0 注 1 1
緑系統 8 19 注 17 1 0
青系統 1 4 2 8 0 0
紫系統 2 7 2 8 3 3
白系統 39 24 3 3注 2 0
黒系統 7 8 2 11 1 0












色彩語で表現される対象には、 「紅梅」 「白梅」 「青葉 など植物















































た、山海などの外出先で目にする自然物を対象とすることが減少している。 「青き麦生の畑」といった例も見られるが、子規はかつて見た景色を詠むよりも、部屋のすぐ外に見ること でき 庭の景色や、身辺のものを詠むことが多くな ている。　
さらに、この期間の特徴として、歌会の様子を詠んだ作品に、























































































































明治三四年四月二八日発表「墨汁一滴」 （ 『子規全集第十一巻随筆 』三四四頁）より引用した。
（いしい
　
しょうこ
　
本学非常勤講師）
